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手の外傷はその中の１１．７％を占めている

米国整形外科学会レポート
年間3670万件の筋骨格系の外傷が発生している

アメリカにおける手の外科患者の状況



アメリカにおける手の外科患者の状況

作業関連性筋骨格系障害の64％は上肢で発生する

作業関連性筋骨格系障害の治療には年間2兆7千億円が
費やされている



アメリカにおける手の外科患者の状況

手の障害の発生頻度は従来予測よりはるかに高い

手根管症候群の生涯発症リスクは10％、一般人口における有病率は
2.7％とされ、毎年20万件の手根管開放術が実施されている。



アメリカにおける手の外科患者の状況

関節障害の治療には8兆6千2百万円が費やされている

手は関節リウマチの発生がもっとも多い部位であり、
変形性関節症の発生も3番目に多い



アメリカにおける手の外科患者の状況

糖尿病患者は全米で2080万人いると推定されている

糖尿病患者の半数が手に障害を有している



手の外科学会

• 日本手の外科学会 1957年設立
–会員数 3500人

–専門医数 400名

• 関連学会
–国際手の外科連合 1966年設立

–日米手の外科合同会議 1974年設立

–東日本手の外科研究会 1987年設立

–中部手の外科学会 1984年設立

–九州手の外科研究会 1980年設立



手や足はとても腫れやすく、固くなりやすい



リンパ浮腫



静脈とリンパ管
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正常 中間期

末期

Dellon & Mackinnon Surgery of the peripheral nerveより

末梢神経で見られる浮腫の影響







圧迫バルキードレッシング



Hand Incubator

低圧での一様な圧迫
自由で制限のない運動を許容
温度湿度調整が可能
創部の詳細な観察が可能



構成

Air compressor

圧力調整弁







点滴漏れにより生じた手の炎症と腫脹
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治療後4日目の状態



手根管開放術後に発生した難治性多発
性腱鞘炎例。他医にて3ヶ月間のリハビリ
テーションを受けていた



治療前

治療開始後20分

治療開始後10分



治療後の状態



ギヨン管症候群手術後の使用した例



Idiopathic cyclic edema
特発性浮腫





リスクレベル % 手術

低リスク <3 上肢の手術

中リスク 10-20 脊椎手術、骨盤手術、下肢手術、

高リスク 20-40 人工股関節・膝関節手術、股関節骨折手術

最高リスク 40-80 高リスク手術を受ける患者にVTEの既往がある

整形外科手術における深部静脈血栓症のリスク

（2004年版日本整形外科学会ガイドラインより）







小型軽量で乾電池で駆動可能なFoot Incubatorを
作成して頂ける企業を探しています。


